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臨床に立つ免許がない産業界の人材が

本質的に医療を理解することは難しい

知ったかぶりでモノをつくらないで。



医工連携に不可欠なもの

ニーズ志向であること。



NES

義手で卵を掴みたいというニーズは聴いたことがない。
身体を洗う、お尻を拭くといったことを自己完結したい
というニーズは聴くのだが....



NES

鉄棒や跳び箱、縄跳び、
縦笛をしたい子供が居る。

ハビリスジャパン https://habilisjapan.com

ハビリスジャパン



NES

なぜ、医療従事者がコミット？



悪い例

製作の見積りを
依頼したら高価

自院専用品としてガラパゴス化 真似してみたが
上手くいかない

課題解決できたので学会発表

課題が元に戻った

自院にとって練磨された優秀品

創作した人が退職した

壊れたけど、直せない

ウチの課題は解決されないまま

アレは、あの人だけのモノだ



悪い例

製作の見積りを
依頼したら高価

自院専用品としてガラパゴス化 真似してみたが
上手くいかない

課題解決できたので学会発表

課題が元に戻った

自院にとって練磨された優秀品

創作した人が退職した

壊れたけど、直せない

ウチの課題は解決されないまま

アレは、あの人だけのモノだ

学会等で評価を受けたら、
医工連携へシフト



確度を高めるサポーター



ゲートキーパーとは

組織には特有の文化や考え方、用語などが存在し、それがコミュニケーションを妨げる要
因になっているが、gatekeeperは組織の内外と接触する機会がきわめて多く、かつ高度な専
門知識を持っているため、関連する情報をわかりやすく伝え、コミュニケーションを円滑に
することができる(例：顧客の要望を把握しながら市場動向を探り、研究開発や販売部門との交渉を進められる)。

製品開発には多くのプロセスが必要であり、コミュニケーションの面から様々な部門を結
びつけるゲートキーパーの存在が、新規事業を成功させる要因の1つとなっている場合もある。

グローバル化に伴い関連部署や部門が遠隔地で機能しているケースも珍しくない。製品や
技術の開発の際に多数の情報源に接触し、膨大な情報量を効率的に処理するゲートキーパー
の役割が、ますます重要になっている。

1.組織や企業の境界を越えて、その内部と外部を情報面からつなぎ合わせる人のことを指す。
組織内の誰とでも何らかの形で接触しており、組織外部との接触も極めて多い人間である。

2.ある課題を解決するのに必要な知識を持つ企業内外の人たちが頭の中にプールされていて、
顧客の話を聞きながら、誰と誰を組み合わせるとその顧客の要望を満たすことができるか
を設計できる人のことを指す。優秀なゲートキーパーは、社内の研究開発者に精通してお
り、また極めて多くの先駆的な顧客との間にパイプを持っていて、それらの顧客に対して
頻繁に課題とその解決策の提案を繰り返している。

ゲートキーパーの特徴



減塩食事業の仕掛け人、マネジメントは臨床工学技士
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福井しあわせ健康産業協議会
疾病予防による健康寿命の延伸、医療・介護体制の充実による介護負担の軽減に

つながる「福井しあわせ健康産業」を創出をめざす。
※.しあわせ健康産業とは…

健康寿命（健康で自立して暮らすことができる期間）を延ばすとともに、介助・介護や治療が必要に
なった場合でも、本人のみならず周囲の人が安心して暮らすために役立つ産業



福井県理学療法士会との連携案

前提として、理学療法士全員に医工連携は必要とされていない。

一部の必要としている人に、活動の場を提供することが当初目標。

良いソリューションがあれば、全国で同じ課題を抱えている人に提供する（均霑化）。

商品化されれば流通に乗って全国で調達可能、使用量に応じて価格は下がり、質は高まり、
永続的に販売される（均霑性と永続性）。



福井県理学療法士会との連携案
1.医工連携とは？(オリエンテーションセミナー)
▽学会やセミナーの中で紹介枠を設けて説明

2.ニーズ収集事業(公募型)
▽広く会員へ募集
▽書面で確認

3.ニーズ収集事業(押掛型)
▽医療機関を訪問してニーズ・困り事を回収
▽その場で改善策や失敗例などを共有し真のニーズを探索

4.ニーズ・シーズマッチングイベント
▽企業や研究機関を聴講者として理学療法士がニーズ発表
▽複数企業が多様な解決策を提案する可能性あり

5.製品評価
▽試作機や製品を所属や専門の異なる理学療法士が評価

6.成果発表会
▽福井県理学療法士会発の成果物が出来た場合に学会等で発表

貴会でのカタチづくりを
お手伝いします。
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